
讀
者

の
領
分

意注

長

文

及
水

彩
畫

に
無

關
係

の
も

の
は
御
斷

り
。

◎
印
は
編
者
の
答
。
投
書

の
要
點

の
み
を
掲

ぐ

■
問
答
欄

が
簡
易

に
な

っ
た

の
は
大

に
嬉

し
、
編

者

の
苦

心
は
充

分
諒

と
し
ま
す

(
伊
勢

淡
山

)■
僕

の
希
望
は
大

下
先
生

の
寫

眞
を
出

さ
れ
た
き

事
。

口
繪

は
大
下
先
生

か
三
宅

先
生

に
執

筆

せ
ら
れ
た

き

事
。
人
物
畫

法
を
説

か
れ
た
き
事
。
會
員
組
織

を
早
く
實

行
さ
れ
た

き
事

。

ス
ケ
ッ
チ
の
批
評

を

願

い
た
き

事
(
日
向

T
K
生
)
四
月
は
實

に
嬉

し

い

月
だ

、
そ
れ
は

上
野

に
展
覽

會

が
あ

つ
て
水
彩
畫

を
澤
山
見

ら
れ
る
か
ら
(
東
臺

生
)
■
何

と
言

て
も

水
彩
畫

は
太

平
洋
畫

會
だ
、
巴
會
駄
作

が
多
く
白

馬
會

は
數

が
少
な

い
(
下

谷

T
、
T
、
)
■
僕

は
川

崎

安

さ
ん
の
人
體
畫

法
(
九
十
錢

)
中
村

勝
次

郎

さ
ん

の
水
彩

及
油
繪
畫

法
(
二
十
錢

)
不
用
に

っ
き
何

か

美

術
に
關

し
た
書

物
か
水
彩
畫

の
道
具

と
交
換

し

て
呉

れ
ま

せ
ん
か

(
宇
都

宮
馬
場
町

一
、
一
、
吉
井

孤
雁

)
■
國
民
新
聞

の
太

平
洋
畫

會

評
を
見
た
ら

、

石
川

さ
ん
の

パ
ス
テ

ル
を
水
彩
畫

と
間
違

へ
て
馬

鹿

に
賛

め
て
あ

る
。
評
者
は
ど

こ

に
眼

を

つ
け

て

ゐ
る

の
だ

ろ
う
(
本
郷

一
光
生

)
■『
み
づ
ゑ
』
の
十

號
は
最

初
か
ら
終
迄
平
易

に
出
來

て
ゐ
て

僕

に

も

よ
く
解

つ
た
(
小

石
川

小
學
生
)
■
原
色
版

と
三
色

版

と
は
同
じ
で
す
が
(
下
谷

S
T
生

)
◎
同

じ
で
す

赤
と

黄

と
青

と
の

三
色

よ
り

成

る
も
の
で

す
■

大

日
本
繪
畫

講
習
會

の
洋
畫

講
義
録

一
月
發

行
の
分

が
ま
だ
來

な

い
、
何

か
譯

が
あ

る
の
か
し
ら

(
會

員

の

一
人

)
■

紙
數

の
増

加
を

も

つ
と
活
溌

に
し

有

益
な

る
講
話

を
多
く
載

せ
て
下

さ

い

(
大
和

の

山
人

)
■

臨
時

増
刊
は
中

々
無

邪
氣
で
面
白

か

つ

た
、
年

一
回

位

い
は
結

構
(
高
崎

H
、
H
)
■
臨
時
増

刊
應

募
の
繪

を
出
品
者
間

に
交
換

し
て
は
如
何

、

送
付
料

は
差

出

ま
す
(
一
紅

)
■
諸
君

の

う

ち

で

『
み
づ
ゑ
』
第

二
御

不
用

の
方

は
御
譲

り
を
願

ふ
、

但
し
折

目
が
あ

つ
て
は
困

り
ま
す

(
下
谷
西
黒
門

町
五
、
多

田
方
高
橋

順

三
）
■
『
み
づ

ゑ
』
第

十
の
表

紙

は
好

ま
し
く

は
な

い
(
陸
前

K
Y
)
■
競
技
會

の

繪
葉
書

に
A

B
C

の
符

號
を
記

さ
れ
た
し
◎

記
號

の
な

い
の
は
總

て
A

で
他

は
隅

に
記

し
て
あ
り
ま

す
■

吾
等

『
み

づ
ゑ
』
に
次
で
愛
讀

し

て
ゐ
た

『
月

刊

ス
ケ
ッ
チ
』
は
終

に
廢

刊
し
た
『
む
さ
し
野
』
に

合
併

と

い
へ
ど
あ
れ
で

は
名
義
計

り
で

ま
こ

と
に

心
細

い
(
本
郷

一
光

)
■
僕

は
今
年
初

め
て
上
京
展

覽
會
で
水

彩
畫

を
見

て
印
刷
の
甚

し
く
幼
稚
な

の

を
悟

つ
た
、

心
あ

る
地

方
諸
君

は
是
非
年

に

一
回

出
京
し
て
此
大
觀

を
見
給

へ
(
ボ
ツ
ト
出
生
)
■
私

が
太
平
洋
畫
會
で
感
心
し
た
繪
は
丸
山
大
下
諸
先

生

の
作
は
別
と
し
て
、
磯
部
と
い
ふ
人

の
雨
の
圖

で
し
た
(半
解
生
)
■
巴
會
で
あ

ゝ
欲

し
い
と
思

つ

た
の
は
織
田
と
い
ふ
先
生
の
花

の
繪
で
、
あ

ゝ
厭

だ
と
思
つ
た
の
は

玉
置
と
い
ふ

先
生
の

景
色
畫

(
麻
布

ゝ
ゝ
生
)■
小
生
彫
刻
を
習

い
た

い
の
で
あ

る
が
、
初
學
者
の
た
め
に
何

か
善

き
手
本
あ
り

や

(
み
づ
ゑ
讀
者
)◎
聞
及
び
ま
せ
ん
其
道

の
人
に
尋

ね
て
上
げ
ま
せ
う
■
繪

の
大
下
手
を
御
承
知
で
御

交
換
を
題
ひ
ま
す

(
下
谷
區

西
黒
門
町

五
、
多
田

方
高
橋
順
三
)
■
卷

煙
草

の
箱

の
鞘
は
見
取
枠
の

代
用
品

に
な
り
ま
す
(神
戸
M
Y
生
)
■
『み
づ
ゑ
』

は
大
下
先
生
の
雜
誌
で
す
か
ら
毎
號
先
生
の
口
繪

を
連
載
し
て
下
さ

い
(
下
野

や
ち
よ
生
)
■
臨
時
増

刊

の
繪
を
初
め
た
動
機
の
中
に
は
僕
と
同
樣
な
人

も
あ

つ
て
實
に
面

臼
か
つ
た
(
城
西
の
烏
)
■
僕
の

處へ來
た
四
月

の
中
學
世
界
大
下
先
生
の
繪
は
何

だ
か
判
ら
な
か

つ
た
。
友
人
の
は
よ
く
出
來

て
ゐ

た
が
同
じ
版
で

ナ
ゼ
相
違
が
あ
る
の
か
し
ら

(
松

山
、
水
草
)
■
水
彩
畫
繪

端
書
の
交
換
を
願
ふ
由
て

以
て
余
が
斯
道
の
研
究

に
助
力
せ
ら
れ
ん
事
を
乞

ふ
(
福
井
縣
大
野
郡
下
庄
村
正
津
政
夫
）


